
～約1,000ppm（0.1％）の次亜塩素酸ナトリウム液のつくり方～   （使用期限：１か月間） 
市販されている次亜塩素酸ナトリウム（ハイターなど）は5～6％の濃度です。500mlのペット
ボトルを用いて希釈すると便利です。500mlのペットボトルの蓋（ふた）は１杯5mlです。 
 ①次亜塩素酸ナトリウム製品の原液をふた２杯（10mL）ペットボトルに入れる。 
 ②水道水を入れて500mlとする。                 

ハイタ―の濃度・希釈 

※ 使用後の手袋、ペーパータオル、汚物等はビニル袋に入れて捨てるだけでなく、  
1,000ppm次亜塩素酸ナトリウム液を入れて捨てるのがなお良い。 

参考：内閣府 食品安全委員会 

消毒箇所 次亜塩素酸ナトリウムによる処理
１０００ｐｐｍ次亜塩素酸
ナトリウム液の希釈

まな板・包丁・調理器具 ２００ｐｐｍで３０分浸漬 5倍

ドアノブ・カーテン・リネン・
テーブル・遊具・日用品

２００～５００ｐｐｍで清拭 ２～５倍

トイレ・浴槽 ３００ｐｐｍ以上で清拭 ３倍

嘔吐・糞便の箇所(床など）
ペーパータオルで取り除いたのち
１０００ｐｐｍで清拭後、水拭き

そのまま（１倍）

本人のリネン類・衣服 １０００ｐｐｍで３０分浸漬 そのまま（１倍）



次亜塩素酸ナトリウムの使用上の注意 

手指等の体の消毒には絶対使用しません 

次亜塩素酸ナトリウムは他の薬品と混ぜると有害物質が発生
する危険性があるため、絶対に混ぜません 

作業時は、マスクと手袋を使用し、換気を十分に行います 

保管容器はきれいに洗浄しておきます 

誤用しないように注意します（ラべリング、子供に注意） 

光の当たる場所や高温に達する場所では保管しません 

使用期限を定めます 

    （目安２００ｐｐｍ：１週間  １０００ｐｐｍ：１か月間） 

次亜塩素酸ナトリウムは金属腐食作用があるため、消毒後水
拭きをします 

嘔吐物に含まれる胃酸と反応して塩素ガスが発生する恐れが
あります 



おもな次亜塩素酸ナトリウム 商品 

５％ 

６％ 

１％ 



1. 酸性の洗剤  トイレ用の洗剤は酸性のものが多い
ので要注意です。それらの洗剤にも「混ぜるな危険」
の表示があります 

2. お酢やクエン酸  石けん生活を送っている人の中に
は、お酢やクエン酸を使っている方も多いと思います
が、これらは立派な「酸」です。カビ取り洗剤を使った
後、中和しようと思って、お酢などをスプレーしたら危
険です 

3. カビ取り洗剤をお風呂場で使って、長時間放置した
後も危険です。空気中の炭酸ガス（酸）がカビ取り洗
剤のアルカリ剤を中和して、自然に塩素ガスが発生
します。カビ取り洗剤を使うときは、必ず換気扇を回
してください  

混ぜるな危険！！ とは・・・ 



 
 
 

「キッチンハイター」と「ハイター」の違いは？                        
  

キッチンハイターとハイターは、どちらも次亜塩素酸ナトリウムを主成分とす
る塩素系の漂白剤ですが、台所で使うキッチンハイターには洗浄成分がプラ
スされているので、漂白と同時に軽い汚れまで落とせるのが特徴です。 
  

どちらも５％で、殺菌・消毒作用に変わりはありません。 



冬に多いウイルス性胃腸炎 


